鷲塚くんと一乃さん
　
　
龍之介＃３２
　
　
「鷲塚くん、レイプしてっ！」
　特に用事もない真夏の昼下がり。部屋でベッドに寝転がり、開いた窓から吹く風を感じながら心地よい惰眠を貪ろうとしていた慎一郎の平和は、そんな言葉と共に飛び込んできた前生徒会長、蓮見一乃によって無情にも崩された。
　
　
（レイプ……レイプ……）
　鷲塚慎一郎は、睡眠へと流れていた意識を覚醒へと呼び戻しながら、ある一つの単語の意味を脳内で再確認していた。
（えっと……嫌がる女性に対して無理矢理に性行為を行うこと、で間違いない……よな？）
　どれだけ考えても、それ以外の意味は出て来ない。
（……では、この人は一体何を言っているのだろう？）
　自分からお願いするものでは、決してない。日本語では『強姦』すなわち、『強いる』のであるから、一方的でなければその単語は成立しない。
　では、自分ではなく他人に対してやってくれと言っているのか。それならば『誰に』という目的語が必要で、しかも、退いたばかりの元生徒会長として、それ以前に人間として、許されざる発言だ。
「ちょ……ちょっと～、何か言ってよ～」
　沈黙に絶えかねた一乃が、苦笑いを浮かべながら口を開く。
「聞いていいですか？」
　慎一郎が上半身を起こす。
「……ん？」
　くりっと目を見開いて、一乃が先を促す。
「誰が、誰を？」
「そりゃ……モチロン、鷲塚くんが～……わ、」
　そこまで言って、一瞬言い淀む。
「わ……私……を……」
　どんどん尻すぼみになっていく声量と共に、一乃の顔はみるみる赤くなっていく。ものの数分で最初の勢いを保持しきれなくなった恋人の様子に軽く呆れながらも、耳を離れない『レイプ』という単語と、一乃の恥じらった顔に慎一郎の愚息がわずかに反応し始める。
「もう一つ……いいですか？」
「う……うん」
　一乃が頷く。
「何でまた、唐突にそんなことを」
　根本的な問いを投げかける。
「そ、そうそうっ！」
　弾かれたように、一旦部屋の外に出る。
「……………」
　意味不明な顔をしたままの慎一郎の前に戻ってきた彼女の手には、一冊の本が握られていた。
「これよ、これ！　この女の子、何で無理矢理ヤられてるのにこんなに感じてるわけ？」
　一乃が開いているのは、まごうことなきエロマンガだ。ご丁寧に付箋でブックマークしてあるそのページには、乱暴に服を脱がされ、ストッキングを破られ、強引にナニを突き立てられながらも、「いい……いいのぉっ！」と喘いでいる女の子が描かれていた。
「いや……あのですね」
　エロマンガにおけるファンタジーな部分を説明しようと口を開いた慎一郎だったが、
「鷲塚くんの言いたいことは分かるわよ」
　と、一乃に遮られる。
「でもね、これ、描いてるの女の人なのよ。だからもしかして、強引にされるのってホントは気持ちよかったりするんじゃない……かな～って……」
　またもや途中から声が弱くなっていく。
「だから試してみよう……そういうことですか？」
「そ、……そう！　そういうこと！」
　盛大に呆れている彼氏の目に一瞬怯みながらも、一乃は力一杯頷く。
「でも、ホラ、いくら何でも見ず知らずの人にやってもらうのは論外だし……鷲塚くんという彼氏もいるし……あ、そうだ！　鷲塚くんにやってもらったらいいんじゃない？　という流れで……」
　冒頭に至る。そんなところだろうか。
「だからって会長、恋人同士でやってもそれは純然たるレイプにはならないですよ？」
　いつの間にか椅子に腰掛けている一乃が、慎一郎の言葉にぶすーっと頬を膨らませる。
「呼び方」
「は？」
　レイプじゃないという所に反応してむくれたのかと思いきや、一乃が発した言葉はそれとは無関係のことだった。
「一乃って呼んでって、言ったじゃない」
「……ああ」
　獅子ヶ崎祭の際の、就任式でのことを言っているのだろう。確かに、もう会長ではないのだからその呼び方は止めようと言われていた。
「だからって、そう簡単には変えられませんって。それに、会長だって『鷲塚くん』のままじゃないですか」
　「一乃」と名前で呼んで欲しいのであれば、そちらも「慎一郎」と名前で呼ぶのが対等ではないかと主張してみる。
「別に、『鷲塚くん』は間違いじゃないでしょ？　でも、私はもう生徒会長じゃないんだから、『会長』は間違った呼び方なの。さ、早く『一乃』って呼んで」
「う……」
　確かに言われる通りだ。対等ではないが、間違いではない。それに、ここでいくら闘ってもそう簡単にこの人が折れることはない。慎一郎が覚悟を決める。
「い……一乃……さん」
　窓は開いているがカーテンによって日光が遮られているので、そう暑くはないはずなのに、慎一郎の顔は上気し、汗が滲む。
「……っ！」
　名前を呼ばれた一乃も、似たような顔になっていく。『さん』を付けて妥協したことなどまったく気付いていない様子だ。
「いい……かも……」
　頬を染め、目を丸くして、一乃が首をコクコクと振る。
「や……やっぱり鷲塚くん、レイプして！　その呼び方で！　……そう、仲良くなってきた先輩後輩が、後輩の暴走でついに一線を踏み越える、みたいなノリで！」
　両肩を力強く掴み、再度提案する。目が据わっているとは、こういう状態を言うのだろうかと、一乃に詰め寄られながら、慎一郎はそんなことを思った。
　やっぱりそれは『レイプ』とは言わないんじゃないかと思いながらも、彼は彼女のそんな提案に頷いてみるのだった。
　
　
　
「では……」
　コホン、と咳払いを一つして、慎一郎が目をつぶる。
「ど、どうぞ」
　汚れてもいいようにと、わざわざ持ち込んだ一年時の制服を身にまとい、一乃はベッドに腰掛ける。
　ゴクッと、二人揃って唾を飲み込む。
　慎一郎が、ゆっくりとその目を開ける。その先では、憧れの先輩が肉感十分な太ももを組み、本を開いていた。
「い、一乃さんっ！」
　慎一郎は、その脚や、胸や、顔や、女性の魅力を分泌している部位全てをその視界に捉えながら、勢いよく彼女に襲い掛かる。
「きゃぁっ！」
　悲鳴が耳を打つ。それさえも、抑制という檻から放たれた獣の興奮を加速させる。
「わ、鷲塚くん……やめ……」
　抵抗しようとした一乃の手から本が落ち、床に当たる音がするが、それは耳にすら入らない。
「ダメ！　鷲塚くん……よくないわ、こんなの！」
　一乃の手が押し退けようと動くが、そんな程度で彼は止まらない。逆に、はだけるスカートや制服の下で揺れる乳房が劣情を煽る。
「だって……！　一乃さんが……一乃さんがこんな体で……ベッドに腰掛けたりなんかするから、いけないんだ！」
　もがく手首を折れそうなほどに握り、ベッドへと更に押し倒す勢いで一乃の唇を乱暴にふさぐ。
「ん～～！　むん～～！」
　力一杯、顔を押しつける。味わうでも、心を通わすでもない、一方的で力任せな口付け。
「はぁっ、はぁっ……！」
　息を継ぐ暇もなく、その唇で首筋に吸い付く。
「お願いっ！　目を覚まして！」
　バタバタと一乃が足を動かすが、その間に膝を入れ、腰で片方の動きを封じ込める。
「ヒッ……！」
　押さえつけられた方の太ももに、熱くたぎった固いナニが触れ、一乃が反射的に足を止める。
「一乃さん……俺……俺……もうガマン……！」
　彼女の魅力的な大腿部にイチモツを擦り付けながら、慎一郎が、制服の上からでもはっきりと分かる豊かな胸に手を伸ばす。
「や……いやぁっ！」
　必死の思いで上半身をよじり、空いた方の手で抵抗するも、長年のサバイバル生活で鍛えられた彼を止めるには至らない。
「くそっ！」
　しかし、そのささやかな抵抗は、揺れる双丘をそこへと伸ばす彼の手から一瞬間ではあるが守っていた。
「くそっ！　くそっ！」
　夢にまで見た、掌に余るやわらかな、それでいて弾力に富む膨らみが目の前にありながら掴めないことが、慎一郎の焦燥と渇望を肥大させる。
「ちくしょうっ！」
　小さく叫ぶな否や、歯を食いしばりながら、獣は女身を覆う制服にその手を掛ける。
「えっ……ま……なにす……きゃっ！」
　ブチッ、ブチブチブチッ！
　内側からボタンで留められている胸当てを、力尽くで剥ぎ取る。いくつかのボタンは斜めに力がかかったために、生地から外れてしまう。
　そして、彼の目はその大きく開いた胸元からのぞく胸の谷間と、影に潜むブラのレース、そのカップに覆いきれない乳房の上部を捉え、凝視する。
「鷲塚くん……ダメ、だって……」
　一乃の両眼には涙が浮かび始めていた。そんな、好きで、好きで、気が狂うほどに恋する先輩の泣き顔ですらも、彼の視界には入らない。抵抗の緩んだ隙に、夏服の薄い生地の上から焦がれ続けた胸を揉みしだき、自らがこじ開けた胸元から香る、汗と一乃の匂いを吸い込みながら、食らうようにそこへしゃぶりつく。
「……ん、く、くる……し……」
　乱暴に、力任せに乳房を掴み、豊かな双丘の谷間へ、制服もろとも歯を立てんばかりに食らいつく。
「わ……鷲塚……くん……」
　そんな力尽くの愛撫にも、一乃の乳房は力を受け止めるようにやわらかく形を変え、その手に確かな弾力を伝える。
「はぁっ、はぁっ……」
　気が触れたようにバストを貪っていた慎一郎の目が、胸当てが外れた制服の、左右のカラーが合わさる部分のタイの下に小さなほつれを見つける。
　慎一郎の手が瞬く間にタイをほどき、胸元をこじ開けるような手付きでカラーを掴む。
「……？　え、ちょ、ちょっと……鷲塚く！」
　ビイイイイイィィィ！
　何をしようとしているのか咄嗟に悟った一乃が静止の声を上げようとした次の瞬間、切れ目のように入ったほつれと腕力を活かし、野獣は制服をヘソの上くらいまで破いてしまっていた。
「イヤァッ！」
　思わず出た叫び声も、彼には興奮をますための要素でしかない。露わになったブラのフロントホックを、これも左右から強引に力を入れて外し、裸の胸とその頂きを口に含む。
「んぁっ！」
　突然の乳首への刺激におとがいを逸らす一乃の隙を突いて、彼は自らの太ももでわずかに開かせたままの股間へ手を伸ばす。
「やっ、鷲塚くん！　そこは！」
　自らの太ももの付け根に触れた指先の感触に、乳首への激しい口淫で快楽の波に呑まれかけていた意識が戻る。
「一乃さん……俺、一乃さんのこと……たまらなく好きで！　好きで！　好きで！　止まらないんです！　一乃さんの全部を俺の物にしたい。舌で、手で、一乃さんの全てを触りたいんだ！」
　慎一郎はそう言って乱暴に唇を奪うと、一気に手を股間に滑らせた。
「ほら……もうこんなに。一乃さんだって……」
　汗とそれ以外の何かで、下着は触れた指が湿るほどに濡れていた。その感触が、慎一郎の心へ更に火を点ける。
「ち、違うの！」
「違うもんか！　こうして組み敷かれて、乱暴にされて喜んでるんだろ！」
　股布の上から、掌で女性器全体を強く押す。
「ああっ！」
「ほら……こんなに……」
　慎一郎は、染み出した液体で濡れた掌を一乃へ見せつける。その、想像以上に濡れ光る手を見て、一乃は目をつぶって首を横に振る。
「目をつぶったって！」
　慎一郎は再び、下着から溢れんばかりの愛液で掌を濡らし、そして、その手をそのまま彼女の口に押しつける。
「ん～～！　ん～～！」
　口腔内にわずかに入り込む自らの蜜、鼻腔に流れ込んでくる淫臭、それらが渾然一体となって、一乃の心に恥辱と、その一方で心の奥からせり上がってくるかのような興奮をもたらす。
「いやっ！　いやぁっ！」
　強引に押し倒され、それだというのに男を求めて蜜をしたたらせ、快楽を得んと心に火をくべる自分の身体を、一乃が首を振って否定する。
「へっ……」
　その様子を鼻で笑って、慎一郎は手早くズボンを脱ぎ、天を向いてそそり立つ肉棒を解放する。
「ヒッ……」
　ベルトを外す金属音に一瞬目を開けた一乃は、直後、荒々しく猛った男根を目にして、また視界を闇に戻す。だが、そこに垣間見た刹那の好奇を彼は見逃さない。
「欲しいでしょ？　こんなに濡れて、そんなにのぼせた顔して、欲しくないなんて言わせませんよ！」
　両手で手首を押さえ、腰を動かして、肉棒で胸やへそ、脇腹をなぞり、先走りの液と牡の匂いをなすりつけていく。
「欲しくない！　欲しくなんかっ！」
　目を閉じたまま、一乃はかぶりを振る。
「嘘ばっかり」
　逃れようとする体を体重をかけて押さえつけ、右手を牝の器官に伸ばす。
　ピチャッ、ピチャッ。
　股布を横にずらし、淫裂に指を入れて動かすと、いやらしい水音が鳴った。
「もう……我慢できない！」
　その音に、指で感じる生の淫肉の感触に、一乃の快感をこらえる表情に突き動かされ、野獣はいよいよ最後へと向けて動き出す。
「ダメっ！　お願い、それだけは！」
　抵抗する足の間に腰を力尽くでねじ込み、肉棒を手で支えて卑猥な香りを撒き散らす蜜壺に狙いを定める。
「お願い！　乱暴はいや！　いやなのぉ！」
　目尻に涙を浮かべた彼女をサディスティックな顔で見ながら、彼はその男根を勢いよく彼女に突き入れた。
「いやああああっ！」
　
　
　　　＊　＊　＊
　
　
　さかのぼること数分前。
　相馬騎士は一人、白波寮の自室へと急いでいた。
「いや～、財布を忘れるとは。この相馬騎士、我ながら情けない！　せっかくサニーサイドで昼飯をと思ったところだったのだが……」
　そんな独り言を言いながら、階段を駆け上がる。
「よし、到着！　早速財布回収の任務を！」
　と、ドアを開けた騎士の耳に入ってきたのは、
　
「お願い！　乱暴はいや！　いやなのぉ！」
　という女性の声。鼓膜から伝達された音声を、瞬間的に彼の脳はそれが蓮見一乃の声であると認識する。
「マイロード！」
　騎士はその声が聞こえてきた慎一郎の部屋へと続くドアを開けようと試みる。だが、鍵がかかっているそのドアは『ガタッ』という音を立てるだけで開く様子はない。突き破る、という案が頭に浮かぶが、彼の体躯、腕力、今部屋にある道具類、どれもがそれが不可能であることを告げている。
　
「いやああああっ！」
　一際大きな声がドアを通して聞こえてくる。続いて、
「あっ、あんっ！」
　という苦しげな声と、ベッドがきしむギシッギシッという音がその場を覆い始める。
「くっ……」
　咄嗟に、彼は自分の部屋へと駆け込む。ドアの横にある一本のロープを手に取り、窓に向かう。捕縛用にと常備してあるそれをカーテンレールに固く結びつけ、彼はその先を掴んで、勢いよく窓の外へ飛び出した。
「うらああああっ！」
　彼らの部屋は一階なのだから、そんなことをする必要は微塵もないのであるが、騎士はターザンのごとく、カーテンレールをきしませながら自ら振り子の先となり、窓の外で器用に姿勢を変え、返す勢いで慎一郎の部屋の窓へとその身を躍らす。
「不届き者があっ！　正義の鉄槌をくらうがいいっ！」
　その『正義の鉄槌』は、閉まっていたカーテンに勢いよく突っ込み、人一人分開いていた窓を華麗にパス。そして、その不届き者がいるであろうと思われるベッドの上へと、跳び蹴りの姿勢を維持したまま飛んでいく。
　
　
「いやっ、あっ……く……ああっ！」
　眉間に皺を寄せながら乱暴な腰使いに耐える一乃を見下ろして、口の端を悦楽に歪めていた慎一郎。
　彼が視界の隅にあり得ない勢いで飛んでくるカーテンを見たのは、今まさしく熱い奔流を彼女の子宮に注ぎ込むべく、肉棒を突き入れる速度を増した、その時だった。
「覚悟おおおおっ！」
　その、正義の鉄槌という名の『騎士ｉｎカーテン』は、狙い澄ましたかのように慎一郎の顎を捉え、彼をドアまで吹き飛ばした。
「げぶあっ！」
　ドスッという音と共に、下半身を露出した男が倒れる。
「観念しろ！」
　部屋に飛び込んだ勢いを活かし、カーテンにくるまったまま不審者の動きを関節技で抑える。
「ご安心下さい、マイロード。凶悪強姦魔はご覧の通り」
　騎士は得意気な顔で、ベッド上にいる主君と敬う女性に目を向ける。
「わ、鷲塚くん！」
「へ？」
　シーツに身をくるんだ一乃の心配そうな声で、騎士は今自らが組み敷いている男を見る。
「慎……一……郎……？」
　ルームメイトである親友は、白目を剥いて気を失っていた。
　
　
　　　＊　＊　＊
　
　
　彼が目を開けると、そこは暗かった。
「ん……？」
　でも、その中にほのかな明かりと、心なしかいい匂いが感じられる。その心地よさに、もう一度目を閉じ、ウトウトする。
「……鷲塚、くん……」
　ささやき声が、耳をくすぐる。
「ん～……」
　目を開けたいような気もするが、まだまどろんでいたい。だから彼はまだ目を閉じたままだ。
「もう……くすぐっちゃおうかな～……なんて」
　甘い声が、再度彼の耳をくすぐる。仕方なく、薄目を開ける。
「おはよう。鷲塚くん」
　目が像を結び、脳に信号を送る。
「会……長……？」
　会長。生徒会長。蓮見一乃。鷲塚慎一郎の愛しの恋人。
「会長っ！」
　慌てて飛び起きようとする。
「だ～め。気絶して目が覚めたばかりなんだから、急に動かないの」
　優しく抱き止められる。
「え？　あれ？　ここ、どこ？　俺そういえば、ああっ！」
　自分が今の今まで何をしていたかを思い出した慎一郎が、今度こそ跳ね上がろうとする。
「だから、だめ！」
　さっき以上の力でぎゅっと胸に抱いだかれる。
「むぐ……えと、会長？」
「ぶー！」
　事情を聞こうとした慎一郎を、一乃は頬を膨らせて睨む。
「一乃って呼んで」
　ニッコリ微笑んでハートマーク。今し方の映像が彼の脳裏にフラッシュバックする。
「い、一……乃……さん、あれから一体どうなったんです？」
　頬を赤らめながら言い淀む慎一郎に、同じ顔をしながら一乃が答える。
「あ、ああ、あれからねー。あの時……その……ベッドの上でしてたことをね、たまたま忘れ物を取りに来た相馬くんが本当にレイプされてるって誤解しちゃって。で、窓から飛び込んで慎一郎を蹴り飛ばして、気絶させちゃったの」
　一乃が慎一郎の顎をそっと撫でる。そこが痛みを訴えていることに、今初めて気が付いた。
「でね……ほら……私の格好も格好じゃない？　私が保健室に運ぶわ～って、トランクスだけ穿かせて、一目散にここに駆け込んだの」
　徐々に慎一郎の記憶がよみがえってくる。衣服はしわくちゃ、制服の上着は前の部分を引き裂いてしまっているし、ブラもホックを壊したので着用は無理だろう。
「す……すいま……せん」
　抱きかかえた慎一郎とで胸を隠しながらカササギ橋を渡り、保健室に駆け込んだ一乃を思う。恐らく、顔から火を噴きながら鳩子もビックリの速度で走ったのだろう。
「そうよ～。まさかあそこまで乱暴にされるとは正直思わなかったわ。あの制服も、もう着れなくなっちゃったし、ブラも一つ捨てなきゃいけなくなったし」
「大いに……反省しております……」
　横になったまま、慎一郎が頭を下げる。
「でも……」
　と、続いて慎一郎は反撃に打って出る。
「一乃さんだってまんざらじゃなさそう……ていうか、えらい感じてませんでした？」
「うっ……」
　一乃が言葉に詰まる。確かに、一乃も演技ではあるが「いやいや」と言いつつ、体の反応はいつも以上だった。
「ま、まあ……それは、それ……」
　先程の行為を思い出した一乃は、言葉を濁しながらその頬を赤く染めていた。
　
「で……」
　ようやく落ち着いてきた慎一郎が、周囲の状況を確認する。
「ん？」
「ベッドの上にいるのは頷けるんですが、何で布団を頭から被ってるんですか？　しかも二人とも。で、どうして……一乃……さん、は白衣を着てるんですか？」
　真顔で尋ねる。その奥には「またこの人は……」という呆れ顔がのぞいている。
「いや～、ね……私も、最初は鷲塚くんをここに寝かせて、椅子に座って見てただけだったのよ。でもね、さっきがあんな終わり方だったし……もうちょっとくっついていたいな～と。布団を被ったのは、その方がなんか恥ずかしくなかった……から……」
　まあそれは分からないでもないですが、と、慎一郎は問いの続きを促す。
「で、何で白衣なんです？」
「ほら、それは、服があれだったし、代わりの服は鷲塚くんの部屋に置いてきたまんまだし、ブラはあれだし、なんか着るもの着るもの～と部屋を探していたら、ロッカーに……」
「勝手に着たらだめでしょうが」
　と常識的な発言をしてはみるが、原因の大半は自分のせいなので強く言えない。
（……と、いうことは……）
　慎一郎は、一乃の豊かに膨らんだ胸元に目をやる。その押し上げられた白衣の下はノーブラであることに間違いはないだろう。
「ちょっとちょっと～？　どこ見てるの？」
　視線に気付いた一乃が、冗談めかして訊いてくる。
「いや……その……」
　そう言いながらも、慎一郎の目はそこから離れようとしない。中途半端に終わってしまったさっきの行為のせいで、彼の中の野獣は腹を空かせたままだ。
「……一乃……さん……」
　彼の目が熱を帯びる。
「鷲塚……くん……」
　彼女の目がその熱を受け止める。
　布団に覆われた密室で、二人の距離が更に縮まっていく。お互いがお互いの背中に腕を回し、体温を交換するようにきつく抱き合う。慎一郎の胸板が、薄い白衣一枚を隔てただけのやわらかい乳房を感じ取る。
　慎一郎は、その感触を手で直に味わおうと、そっと腕を一乃の背中から前の方へと滑らせていく。
　
　コンコン。
　
「っ！」
　突然聞こえたノックの音に、二人の体がびくっと震える。
「だ、誰かしら？」
　動きを止め、一乃がささやく。
「鍵は？」
　慎一郎の問いに、一乃は頷く。かけた、ということだ。
「じゃあ、黙ってればいずれ諦めてどっか行ってくれますよ」
　そう言って、慎一郎も息を殺す。
　
　コンコン。
「あら？　いないのかしら？」
「ひっ！」
　その声を聞いた二人が、ガクガクと震え出す。
「……せ、芹菜……」
「まずいっすね」
　この間、生徒会準備室で行為に及んでいた声を聞かれ、二人してこってりみっちりと絞られたばかりだ。次は『裸で吊す』とまで言われている。
「で、でもでも……実際何かしてたわけじゃないじゃない？　ただ寝てましたって通せば……」
　と、一乃が楽観的に考えようとするが、
「この状況じゃ、無理でしょ」
　ベッドの横には、前が破かれた上に胸当てが外された制服と、ホックの壊れたブラ。ベッドの上には、布団を被って仲睦まじくいちゃつく男女。男は下がトランクス一丁。女は上半身裸の上に白衣、という出で立ちだ。どう上手く弁明しても、『旧生徒会長と現生徒会長が実践する正しい学園生活』とはかけ離れている。雷のごときお叱りを受けるのは必至だ。
「と、とりあえず！」
　一乃が慌てて布団をはぐって外に出ようとする。
「部屋でしてたのは、若い男女なんだからしょうがないで許してくれると思うの。服を破ったのは一連の流れって事で……問題なのは、ここで二人して寝てるって事だから、私が出て涼しい顔で座ってれば、ほら、問題なし！」
　お小言はたくさん頂戴することになるだろうが、確かにその方がよさそうだと慎一郎も頷く。
「んしょ」
　急いで外に出ようとする一乃。
　
「鷲塚くんが倒れたって聞いたんだけど……もう目を覚まして帰ったのね」
　芹菜の声が室内に聞こえ、そのまま去っていくのかと、そう期待した一乃は、布団から顔だけ出した状態で動きを止める。
　
　カチャン。
　一乃の、いや、二人のそんな期待を知ってか知らずか、鍵が……無情にも開く。
「でも一乃はベッドメイクとか苦手だし、ちゃんと出来てるか確かめておかなくちゃ」
　ハイテク校舎の扉は、音もなく開いていく。
　
　
　その後の二人がどうなったかは、誰も知らない。
　
平成二十二年十月十七日
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